
   

 

平成３１年度雲南市監査方針及び実施計画 

 

Ι．実施方針 

平成３１年度においては、歳入の多くを占める地方交付税が減少する一方、普通建設

事業費の増加、「地方創生」、「人口の社会増」を目指した各種新規・拡充事業が盛り込

まれました。また、策定された中期財政計画及び実施計画においても厳しい財政状況が

続くことから、財政指標（実質公債比率、経常収支比率、将来負担率等）が国の定める

基準を上回らないよう、今後も経費全般の見直し等、健全財政の維持が求められます。 

このような状況の中、平成３１年度の監査、検査及び審査（以下「監査等」という。）

にあたっては、雲南市監査基準に従い、かつ地方公会計制度に基づく統一的な基準によ

る財務諸表を用いて市の状況をより正確に捉え、下記のとおり実施します。 

（１）事務事業や予算の執行が法令等にのっとり適正に処理されているかという合規性 

  の観点から行います。 

（２）所期の目的を達成しているかという有効性、経費に見合うだけの成果をあげてい 

るかという効率性の観点から行います。 

（３）監査結果を広く公表することにより、本市行政の透明性と信頼性を高めます。 

 

Ⅱ．監査計画 

 １．平成３１年度に実施する監査等は次のとおりです。 

（１）財務監査 

    ①定期監査 

     市の財務に関する事務の執行及び市の経営に係る事業の管理が法令等の定める 

    るところに従い、「最少の経費で最大の効果を挙げる」及び「組織及び運営の合 

理化に努める」という趣旨にのっとり、適正で有効かつ効率的に行われているか 

を主眼として監査を実施します。 

 また、工事監査として市が行う工事について、計画、設計、積算、施工等、不 

経済な支出や施工不良がないかなど、当該工事が適正で有効かつ効率的に行われ 

ているかを主眼として監査を実施します。 



（２）財政援助団体等に対する監査 

①補助金交付団体 

 市が財政援助等を行っている事業が、補助等の目的に沿って適正で有効かつ効

率的に執行されているか、団体に対する指導監督は適切に行われているかを主眼

として実施します。 

②出資団体 

 市が出資等を行っている団体について、事業が出資等の目的に沿って適切に運 

営されているかを主眼とするとともに、費用対効果をはじめとする経営的な観点  

にも留意して実施します。 

     ③公の施設の指定管理者 

     公の施設が住民に十分利用され、住民の満足が得られるように管理、運営され 

    ているかを主眼として実施します。 

  （３）例月現金出納検査 

    ①現金の出納状況 

各会計の現金の出納について、毎月の計数を関係諸帳簿と照合確認するととも 

    に検査当日の現金保管状況を検査します。市の財政収支の動態を計数面より把握

し、各種監査の効率的な執行に活用します。 

    ②伝票確認 

     収支伝票について、財務規則等に基づき適正に事務処理されているかを確認し

ます。 

  （４）決算審査 

  ①一般会計及び特別会計 

     決算計数の確認及び分析を行い、予算の執行、資金運用及び財産管理の状況に 

    ついて審査します。 

  ②公営企業会計（水道事業・工業用水道事業・病院事業） 

     決算計数の確認及び分析を行い、経営成績、財政状態及び建設改良事業につい 

    て、経済性の発揮及び公共性の確保がなされているかを主眼として審査します。 

  （５）基金の運用状況審査 

   基金の運用状況を示す書類の計数の正確性を検証するとともに、基金の運用が

適正かつ効率的に行われているかを主眼として実施します。 



（６）健全化判断比率等審査 

   健全化判断比率（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負 

  担比率）及び公営企業における資金不足比率について、比率の算定基礎となる書

類の計数が正確であるか、比率が適正であるかを主眼として実施します。 

（７）行政監査 

   市の事務の執行が、法令等の定めるところに従って、適正で有効かつ効率的に 

  行われているかを主眼として、各部局等に共通するテーマを選定して監査を実施 

します。行政監査は定期監査にあわせ実施するほか、監査委員が必要と認めたと 

きに実施します。 

  （８）その他（請求監査等） 

     住民監査請求、市長の要求に基づく監査、議会の請求に基づく監査等があった 

    場合、その都度判断し対応します。 

     

２．監査の実施体制及び手続   

実施体制及び監査の手続については、各実施計画において別途定めます。 

 

３．監査等の実施時期 

監査等の実施時期は別紙「平成３１年度監査年間計画」のとおりとします。 

 

４．監査の報告・公表 

    監査の結果については、法令に基づき、市長・議会等に報告するとともに、公表を 

行います。公表は告示に併せ、雲南市ホームページで公表します。 

    

Ⅲ. 品質管理方針  

１．基本方針 

監査等が、雲南市監査基準、実施方針、年間計画及び実施計画等に適合し、適切に

実施されているかについての日常的な品質管理は事務局職員が実施し、監査委員は定

期的に品質管理を実施します。なお品質管理方針は、環境等の変化に応じて適宜見直

すものとします。 

 



 ２．実施方法 

（１）日常的な品質管理 

   事務局職員は、監査等の各段階において、下記により日常的に確認します。 

 

① 監査の重点、事項等踏まえたチェック項目を記載したチェックシート 

② 指摘事項等に関して実査で確認した内容の記録 

③ 徴取した帳票や関係法令等の根拠資料  

 

  （２）定期的な品質管理 

     監査委員は、指摘事項等に関する監査内容について、事務局に監査記録等の提 

 示と説明を求め、定期的に確認します。 
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